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研究成果の概要：中世和歌の形成に多大の功績を果たした歌人藤原俊成に対し、その撰集『千

載和歌集』の配列構成に新知見をもたらし、またその歌論上の主著『古来風躰抄』の注釈を、

最新の成果を盛り込みつつ完成させ、また源実朝・頓阿・宗祇（古今伝授）など、中世和歌の

重要歌人・課題について、新たな視点を提示した。いずれも、従来の研究史において不足して

いた、和歌史的な視座のもとに新たに位置付け直す点に特徴がある。 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 700,000 0 700,000 

2006年度 500,000 0 500,000 

2007年度 400,000 120,000 520,000 

2008年度 300,000 90,000 390,000 

  年度    

総 計 1,900,000 210,000 2,110,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・日本文学 
キーワード：藤原俊成・古来風躰抄・中世和歌 
 
１．研究開始当初の背景 
 和歌の研究は、戦後急速に精密化したが、
それが歌人別、歌集別に細分化する弊も招い
た。実証的な水準は保持しつつ、和歌史的・
歴史的視座から、藤原俊成および中世和歌を
文学的に意味づける必要性が渇望されてい
た。 
 
２．研究の目的 
 研究目的は主として三点から成る。（１）
藤原俊成の和歌の研究、（２）藤原俊成の歌
論の注釈的研究、（３）新古今時代を含めた
中世和歌の研究、である。（１）は、『千載和
歌集』ほか、藤原俊成の和歌表現および和歌
観の分析、（２）は『古来風躰抄』の注釈の

完成、（３）は源実朝・頓阿・宗祇らの表現
意識の分析である。 
 
３．研究の方法 
 実証主義を基本としながら、その結果を和
歌史的な視座のもとに分析し、背後にある表
現意識を歴史的文脈の中に位置付ける。 
 
４．研究成果 
 （１）『千載和歌集』の配列構成に新見を
提示した。（２）最新の研究成果を取り込み
つつ『古来風躰抄』の注釈を完成し、藤原俊
成の歌論研究に画期をもたらした。（３）源
実朝・頓阿の歌人像を一新した。古今伝授の
意味付けに新視点を提示した。 
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